
   
 

参加費：無料 

定 員：先着８００人 
※ご来場の方には徳島市エンディング 
ノートを１人に１冊プレゼント 

人生の最期は当然、病院で迎えると思っていません
か？「最期まで家で暮らしたいけど、家族には迷惑をか
けたくない。どうしたら？」「延命治療って何？」など
自分らしい最期を迎えるためには、様々な疑問がありま
す。最期を迎える時、自分はどうしたいのか、大切な家
族を見送るには何を選択しなければいけないか、考えて
みるきっかけにしてみませんか。 

主催：徳島市  共催：一般社団法人徳島市医師会、一般財団法人日本尊厳死協会四国支部徳島  

【お問い合わせ】〒770-8571 徳島市幸町 2丁目 5番地 徳島市保健福祉部 高齢福祉課  電話 088-621-5574 

【プログラム】 
12:30 開場・受付 
13:30 開会・あいさつ 徳島市長 遠藤 彰良 
13:35  
基調講演 

   演題 「最期まで自分らしく生きる 
      ～あなたはどう逝きたいか？見送りたいか？～」 
    講師: 日本尊厳死協会副理事長 長尾 和宏 氏 
15:05  
質疑応答 

   司会 
阿南医療センター 
緩和ケア内科部長 病院長補佐 寺嶋 吉保 氏 

   回答者  
日本尊厳死協会副理事長 長尾 和宏 氏 
木の下ファミリークリニック 院長 木下 英孝 氏 
訪問看護師１名 

講師：長尾 和宏 氏 
医療法人社団裕和会 理事長、長尾クリニック 院長 
東京医大卒業後、大阪大第二内科入局。成 7年、尼崎市で「長尾
クリニック」を開業。外来療から在宅医療まで“人を診る”総合診療目
指す。「平穏死・10の条件」、「薬のやめどき」、「痛くない死に方」はい
ずれもベストセラー、最新刊「糖尿病と膵臓がん」「男の孤独死」、「痛
い在宅医」は発売即重版、他著書多数。 

※参加申込みが必要です。申込み方法は裏面を御覧くださ

い。（申込締切 2/28） 
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令和２年９月12日（土曜日）
松山市三番町４丁目５-３

愛媛県医師会館３階（理事室）
（参加無料）

駐車場がございません。公共の交通機関をご利用ください。

14:00- 基調講演（Web配信）
演題「最期まで自分らしく生きる」
あなたはどう逝きたいか？見送りたいか？

講師 日本尊厳死協会副理事長
長尾 和宏氏

14:40- 質疑応答（Web討議）
司会 阿南医療センター

緩和ケア内科部長 病院長補佐
寺嶋 吉保氏

回答者
日本尊厳死協会副理事長

長尾 和宏氏
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